
終戦から57年が経過しました。物があふれ、不自由

のない毎日の平穏な生活に慣れた私たちですが、過去の

悲惨な戦争体験を忘れつつあります。この戦争体験を風

化させず、つらい厳しい思いを次の世代に語り継ぐこと

は大事なことです。

長地東堀の星桜会のみなさんに、当時の忘れることの

できない話をしていただきました。
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語り継ごう、�
戦時中のできごと�
語り継ごう、�
戦時中のできごと�
語り継ごう、�
戦時中のできごと�

〇星桜会とは…
昭和45年に発足し、戦争体験者

と戦争の苦しさ・はかなさを語り
継いでくれる人たちで構成し、親

しん

睦
ぼく

と戦没者の慰霊を目的とし、91
歳から56歳まで会員男女130人。
ハーモニカやカラオケ囲碁将棋な
どの活動をされています。

会長 杉村勝雄さん

中国揚子江方面の泥沼地帯を行軍する部隊

※戦争の写真は、全て昭和18年刊海軍作戦写真記録より。



◆
満
州
国
境
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
島
へ
派
遣
さ
れ
た
。

◆
北
京
郊
外
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
で
４
年
半
従
軍
し
た
。

◆
東
満
州
か
ら
沖
縄
、
台
湾
と
移
動
し
た
が
４
年
間
敵

に
銃
口
を
向
け
た
経
験
は
な
か
っ
た
。

◆
東
満
州
で
穴
蔵
生
活
で
、
軍

靴
巻
脚
半
で
何
か
月
も
過
ご

し
、
洗
米
を
食
べ
た
こ
と
が

な
く
、
腸
ね
ん
転
で
同
僚
の

多
く
が
亡
く
な
っ
た
。
迫
撃

砲
で
落
馬
し
、
気
が
つ
い
た

ら
病
院
船
に
い
た
。

◆
揚
子
江
南
岸
の
米
の
多
産
地

域
で
、
秋
に
な
る
と
米
の
奪

い
合
い
の
戦
争
を
し
た
。

◆
愛
知
で
軍
属
の
仕
事
を
し
て

い
た
が
、
Ｂ
29
爆
撃
機
の
攻

撃
を
毎
週
受
け
た
。
300
機
で

来
て
、
１
ト
ン
爆
弾
を
投
下

し
火
の
海
で
あ
り
、
日
本
の

高
射
砲
は
届
か
ず
、
ア
メ
リ

カ
の
飛
行
士
は
、
サ
ン
ダ
ル

履
き
で
操
縦
し
て
い
た
。

◆
17
歳
で
ゼ
ロ
戦
工
場
に
い
た
。
そ
の
後
、
松
根
油
を

掘
っ
て
い
た
。
松
根
油
か
ら
オ
イ
ル
を
採
っ
た
。

◆
小
学
生
だ
っ
た
が
、
授
業
が
で
き
ず
学
校
の
庭
で
大

豆
を
作
っ
た
り
、
桑
を
煮
た
り
、
松
本
の
飛
行
場
作

り
を
し
て
い
た
。

◆
戦
時
体
制
化
で
企
業
の
経
営
は
骨
抜
き
で
、
飛
行
機

の
落
下
タ
ン
ク
（
ベ
ニ
ヤ
製
）
や
機
関
砲
の
玉
な
ど

を
期
限
は
絶
対
命
令
で
徹
夜
で
作
ら
さ
れ
、
み
ん
な

栄
養
失
調
で
あ
っ
た
。

◆
岡
谷
自
動
車
学
校
の
と
こ
ろ
で
は
、
風
船
爆
弾
を
作

っ
た
。
紙
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
糊の
り

を
塗
り
、
水
素
ガ
ス
を

入
れ
、ア
メ
リ
カ
に
飛
ば
し
た
。

◆
15
歳
で
あ
っ
た
が
、
上
高
地

へ
白
樺
の
皮
は
ぎ
に
、
12
里
の

道
を
半
分
麦
の
入
っ
た
む
す
び

を
持
ち
毎
日
往
復
し
た
。
腹
が

減
り
、
途
中
、
桑
の
グ
ミ
や
虫

が
い
る
と
捕
ま
え
て
苦
い
が
食

べ
た
。
そ
れ
を
食
べ
な
い
と
生

き
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
菜
っ

葉
の
塩
漬
け
や
蛇
、
ウ
サ
ギ
を

食
べ
た
。
白
樺
の
皮
か
ら
航
空

燃
料
が
取
れ
た
。

◆
ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ
の
餌え
さ

で
土
手

に
は
１
本
の
草
も
生
え
て
無

か
っ
た
。

◆
南
洋
ラ
バ
ウ
ル
で
木
の
大
砲

が
登
場
し
、
敗
戦
を
予
感
し

た
。

◎
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
様
々
な
体
験
の
中
か
ら
悲
惨
な
戦
地
に
足
を
運
ん
だ

話
を
主
に
、
会
員
の
手
記
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

32002

8･1

集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
方
の
体
験

「赤紙」といわれた召集令状



昭
和
17
年
３
月
５
日
、
第
六
水
雷
戦

隊
旗
艦
の
夕
張
は
駆
逐
艦
６
隻
と
、
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ラ
エ
攻
略
を
目
指
す
陸

海
軍
部
隊
を
乗
せ
た
８
隻
の
輸
送
船
を

護
衛
し
て
、
ラ
バ
ウ
ル
を
出
港
し
た
。

■
３
月
10
日
（
火
）
快
晴

今
日
は
陸
軍
記
念
日
な
の
で
、
酒さ

か

樽だ
る

３
本
を
お
祝
に
と
届
け
た
舟
が
着
く
間

も
な
く
、
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。

７
時
45
分

敵
ロ
ッ
キ
ー
ド
型
２
機
発

見
、
対
空
戦
闘
、
主
砲
砲
撃
始
め
。

８
時
１
分

敵
戦
闘
機
10
機
右
100
度
高

角
10
度
に
発
見
。
高
角
砲
、
主
砲
攻

撃
。
敵
機
急
降
下
爆
弾
投
下
、
左
側

海
中
で
爆
発
、
負
傷
者
多
数
。

８
時
３
分

敵
機
艦
橋
左
側
海
面

に
爆
弾
投
下
、
破
片
艦
橋
ま
で

飛
び
見
張
員
２
名
頭
部
半
分
取

ら
れ
て
即
死
す
。
そ
の
他
負
傷

者
多
数
、
私
も
左
頬ほ
お

に
命
中
、

一
瞬
熱
さ
を
感
じ
た
。
手
を
や

っ
て
み
る
と
破
片
が
入
っ
て
お

り
血
が
流
れ
て
い
る
。
大
し
た

こ
と
は
な
い
と
抜
き
取
る
。

８
時
４
分

右
45
度
戦
闘
機
12
機

突
っ
込
ん
で
く
る
。爆
弾
投
下
、

命
中
せ
ず
。

８
時
７
分

左
50
度
戦
闘
機
６
機

爆
弾
投
下
、
命
中
せ
ず
。
機
銃

掃
射
を
受
け
る
。

８
時
９
分

右
150
度
雷
撃
機
２
機

海
面
す
れ
す
れ
に
飛
び
魚
雷
発

射
。最
大
戦
速
で
危
う
く
回
避
。

８
時
13
分

左
90
度
雷
撃
機
２
機

魚
雷
発
射
。
回
避
す
る
。

８
時
19
分

雷
撃
機
右
30
度
高
角

５
度
・
左
60
度
高
角
３
度
・
左

160
度
高
角
５
度
の
三
方
向
よ
り

突
込
み
魚
雷
発
射
。
何
と
か
回

避
で
き
た
。

８
時
25
分

敵
機
の
爆
弾
に
よ
り
前
部

艦
橋
の
下
で
火
災
発
生
、
死
傷
者
多

数
、
間
も
な
く
鎮
火
す
る
。

８
時
26
分

右
60
度
戦
闘
機
10
機
、
艦

首
よ
り
５
機
突
込
み
爆
弾
投
下
、
命

中
せ
ず
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
に
我
が
銃
弾

命
中
、
火
災
発
生
墜
落
す
る
。

８
時
29
分

左
側
中
部
ド
ラ
ム
缶
に
敵

弾
命
中
、
火
災
発
生
火
災
熾し

烈れ
つ

。

８
時
30
分

右
150
度
戦
闘
機
２
機
、
爆

弾
投
下
後
機
銃
掃
射
し
て
く
る
。

８
時
31
分

左
側
魚
雷
発
射
台
付
近
に

ま
で
火
災
延
焼
、
機
銃
発
射
台
に
も

飛
火
、
魚
雷
爆
発
の
恐
れ
あ
り
。
海

中
投
棄
せ
よ
。

８
時
32
分

魚
雷
発
射
す
る
も
、
火
災

に
よ
り
一
部
溶
け
つ
つ
あ
り
発
射
不

能
。

８
時
33
分

決
死
隊
を
編
成
し
魚
雷
を

鎖
で
引
っ
張
り
出
し
海
中
投
棄
成

功
、
約
20
分
余
り
を
要
し
た
。
こ
の

間
敵
機
の
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
の
作

業
で
困
難
を
極
め
た
が
傷
者
の
み
。

８
時
34
分

後
甲
板
に
搭
載
し
て
い
る

対
潜
水
艦
攻
撃
用
の
爆
雷
２
本
海
中

投
棄
。

８
時
35
分

右
30
度
敵
戦
闘
機
５
機
来

襲
、
爆
弾
投
下
、
機
銃
掃
射
。

８
時
37
分

左
60
度
敵
戦
闘
機
９
機
来

襲
、
爆
弾
投
下
、
機
銃
掃
射
。

８
時
38
分

左
180
度
敵
戦
闘
機
２
機
来

襲
、
爆
弾
投
下
、
機
銃
掃
射
。

８
時
39
分

左
中
部
の
火
災
鎮
火
。

８
時
41
分

艦
橋
上
空
に
爆
弾
投
下
さ

れ
る
も
命
中
せ
ず
、
機
銃
掃
射
を
受

け
負
傷
者
多
数
、
血
の
海
と
化
す
。

８
時
42
分

戦
闘
機
左
100
度
10
機
空
襲

二
手
に
分
か
れ
て
左
右
か
ら
同
時
攻

撃
を
受
く
る
も
回
避
す
。

８
時
43
分

こ
れ
に
応
戦
の
我
が
機
銃

員
殆
ほ
と
ん

ど
傷
つ
き
、弾
も
使
い
尽
く
す
。

主
砲
も
対
空
弾
皆
無
の
連
絡
あ
り
。

照
明
弾
を
撃
て
。
我
が
方
の
力
尽
き

た
る
を
知
っ
た
か
、
敵
戦
闘
機
は
艦

す
れ
す
れ
ま
で
き
て
機
銃
を
撃
ち
、

手
を
振
っ
て
ゆ
く
の
が
見
え
る
。
情

け
な
い
、
も
う
終
わ
り
か
。
一
瞬
そ

ん
な
気
持
ち
が
脳
裏
を
走
る
。

８
時
45
分

左
95
度
９
機
、
左
170
度
９

機
来
襲
、
爆
弾
投
下
、
機
銃
掃
射
。

８
時
50
分

左
160
度
２
機
来
襲
、
爆
弾

投
下
、
機
銃
掃
射
。

８
時
52
分

右
150
度
11
機
、
艦
首
よ
り

４
機
来
襲
、
爆
弾
投
下
、
機
銃
掃
射
。

８
時
54
分

艦
橋
付
近
機
銃
掃
射
を
受

け
、
副
艦
長
Ｔ
中
佐
腹
部
に
命
中
、

倒
れ
る
。
私
は
後
ろ
に
い
た
の
で
、

直
ち
に
倒
れ
か
か
る
中
佐
を
抱
き
か

か
え
て
艦
橋
か
ら
医
務
室
へ
運
ぶ
。

６
畳
間
く
ら
い
の
医
務
室
は
多
く
の

負
傷
者
で
一
杯
で
、
床
上
約
10
cm
位

が
血
の
海
で
あ
り
、
そ
の
中
に
戦
死

者
が
寝
て
い
る
と
い
う
実
に
悲
惨
な

状
況
で
あ
り
、
３
人
の
医
務
員
だ
け

で
は
手
が
届
か
な
い
。
応
援
を
依
頼

さ
れ
私
は
直
ち
に
艦
橋
に
取
っ
て
返

し
艦
長
に
報
告
す
る
。
４
名
応
援
派

遣
。

８
時
57
分

駆
逐
艦
朝
凪
火
災
発
生
、
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（昭和17年３月13日　東京日日新聞の写し）


